魚沼市まちづくり委員会地域産業部会中間報告
【会議概要】

第１回

　◇日　時　　　平成２２年　６月２８日（月）　午後　７時３０分～９時００分

　◇会　場　小出庁舎　３０１会議室
　◇参加者　　　　　１４人
　◇内　容　
	今年度初部会（自己紹介、経過報告）
〇地域産業部会は広範囲だから任期中に取り組むテーマを絞るため

３グループに別れワークショップで意見抽出を行った。

〇「農業」「食品加工」「観光」の三つをテーマに進める事とした。

〇共通テーマとして「雪｣｢水｣を意識する事とした。
〇部会の開催日は毎月第三水曜日　午後７時３０分～９時とする。

〇会場は小出庁舎を予約する。


　　

第２回

　◇日　時　　　平成２２年　７月２１日（水）　午後　７時３０分～９時　　００分

　◇会　場　小出庁舎　３０１会議室
　◇参加者　　　　　９人
　◇内　容　　　

	　第１回部会での内容を説明し今後の進め方についてフリートークで意見交換。
〇「農業」｢食品加工｣｢観光｣の三本のテーマは良い。
〇ものづくりの分野については「ものづくり振興協議会」の活動もあるし、専門分野が多く当部会では取り組みにくい。
〇地場産品に付加価値をつける。

〇例えばきのこや野菜を自分で収穫する体験型観光は有望だ。

〇山菜採りも排除するだけでなく、お客様に喜ばれるやり方にすべきだ。

〇外国（中国・韓国・ロシア）に雪国と食を売り込む。
〇「米粉」利用についての意見も多数出た。

〇スキー場の問題も検討しよう。

〇良寛や貞心尼など歴史上の人物との関係もおもしろい。



第３回

　◇日　時　　　平成２２年　８月１８日（水）　午後　７時３０分　～　　９時００分

　◇会　場　　　小出庁舎　３０１会議室

　◇参加者　　　　　１１人
　◇内　容　

	今後のスケジュールの説明と生活自然環境部会の取り組みと共通テーマについて説明し、その後主に食品加工や農業体験についての意見交換をした

〇｢スイカ糖｣｢椿の種｣など知らないものや｢くるみ｣など利用されてないものもある。

〇三つのテーマをさらに取り組みごとに掘り下げてはどうか？

〇都会の人に手軽に農業体験してもらうため、空き施設を利用して「貸しロッカー」のサービスはどうか？

〇畑を貸し出し、苗の提供や水遣りをするサービスを有料化して雇用に結びつける。

〇農機具や機械も空いている時間が多いから貸し出せる。

〇農地利用、交流、学習、切り口はいろいろある。

〇素材も豊富だ、そばもあるし、大豆でも枝豆、納豆、きな粉など様ざまだ。

〇「雪室」での保存も付加価値をあげるのに役立つ。

〇商品名の付け方やマーケティングも大事だ。

〇素材は豊富だが売り出すためのシステムを作る研究が必要だ。農商工連携も。




　　

第４回

　◇日　時　　　平成２２年　９月１５日（　　）　午後　７時３０分　～　　９時００分

　◇会　場　　　小出庁舎３０１会議室

　◇参加者　　　　　８人
　◇内　容　　
	魚沼市総合計画(後期)の策定が同時進行しており、まちづくり委員が市民側の策定委員として参加しているので、総合計画、行政、市民という視点で意見交換した。

〇始めに総合計画での地域産業の内容について説明。

〇産業＝経済は血管なのに地域内の結びつきが薄れている、先ずは地域コミュニティー　　　　　

　を築き、「チーム魚沼」という考えが大事だ。

〇新しいものだけでなく、既存のものを磨き上げるのも大事だ。

〇今ある問題を施策に反映させる。　行政へのチェックも必要。　最後は住民へ返って

　来る事なので一人ひとりがセールスマンという意識が大切だ。

〇市民が現状を知り、協力し合ってやる。　そのために勉強会も大事だ。


　　
第５回

　◇日　時　　　平成２２年１０月２５日（月）　午後　７時３０分　～　９時２０分

　◇会　場　　　小出庁舎　３０１会議室

　◇参加者　　　　　１４人
　◇内　容　

	　前回の部会を受け、市役所商工観光課　柳瀬課長と星商工振興室長との懇談会

魚沼市の地域産業施策の説明とまちづくり委員会に期待する事などを話していただきその後意見交換をした。

〇柳瀬課長より冒頭市の現状と課題についての説明が有り、星室長より「第２次魚沼市地域経済活性化アクションプラン」と「総合計画後期基本計画」について説明した。

〇委員より様ざまな意見や要望、提案がなされそれぞれ課長、室長から回答があった。

　


　　

第６回

　◇日　時　　　平成２２年１１月１７日（水）　午後　７時３０分　～　　９時００分

　◇会　場　　　小出庁舎　３０１会議室

　◇参加者　　　　　１５人
　◇内　容　　　

	１０月３１日開催の全体会議の報告の後、２グループに分かれワークショップ

〇１班

　「現状と課題」　「近隣地域の取り組みについて」　「チーム魚沼」

「地域ゆかりの著名人」　「Ｂ級（御当地）グルメは作れる」
〇２班

　「魚沼市の農業統計」　「農業の現状」　「林業の課題」
「特産品を具体的に売り出す方法」　「まちづくり委員会の立ち位置」
　についての意見を出した。



第７回

　◇日　時　　　平成２２年１２月１５日（水）　午後　７時００分　～　９時００分

　◇会　場　　　魚屋須藤

　◇参加者　　　　　９人
　◇内　容　

　　忘年会でこの一年を振り返り談笑した。

　　

第８回

　◇日　時　　　平成２３年　１月１９日（水）　午後　７時３０分　～　９時００分

　◇会　場　　　小出庁舎　３０１会議室

　◇参加者　　　　　　６人
　◇内　容　　　

	新年が明け２月の全体会の内容説明と今後のスケジュールの確認。

６月の全体会（総会）では具体的な取り組みと提言をまとめる。

それまでにもう２～３回取り組むアイディア出しをしたい。

その後でたアイディアを検証し、優先順位をつけ具体化する。

きょうもそのためのワークショップを考えていたが、大雪で参加者が少ないため皆で意見交換にする。

〇出てきたキイワード

　農業　「マルシェ」「付加価値農産物」「魚沼特使」「渡辺謙」
　食品加工　「ネーミング」「ブランド」「加工施設」「道具」

　観光　「具体的行動で歓迎」「お客様の対象の絞込み」



　　
第９回

　◇日　時　　　平成２３年　２月１５日（火）　午後　７時３０分　～　９時００分

　◇会　場　　　小出公民館

　◇参加者　　　　　１０人
　◇内　容　

	　２月２７日全体会議の内容説明と参加依頼、その後２班に分かれワークショップ

　テーマは「農業」「食品加工」「観光」での取り組みアイディア出し

　○昔からある郷土料理の掘り起こし（ホッケ寿司、キッコウ漬、おにぎり、けんさん焼き）
　○販売の見直し（旬の朝取り直販、居酒屋チェーン店への売込み、麹など米からの物語りを）


◇今後の予定（絞込みのポイントや課題等）
	６月の全体会議（総会）に向け、具体的な取り組みと提言を行う。

２月までに出たアイディアを、３～４月で検証し優先順位をつける。

５月にはまとめて６月の全体会議に諮る。

６月以降は相談しながら実践してゆく。　市民の合意形成や協力が鍵になる。


